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普及に移しうる成果  

［成果の内容］ 

土壌洗浄は次の作業手順で行います。まず汚染水田に塩化鉄(Ⅲ)を溶かした用水を引き入れ

て、土壌と水をよく混合します。次に、カドミウムが溶け出した水を排水し、溶存するカドミ

ウムを現場に設置した処理装置によって回収します。洗浄した水田は更に塩化鉄を含まない用

水で 2～3 回同様の処理を繰り返し、水田に残っているカドミウムや塩素を除去します（図１）。 
洗浄水と土壌を混合する際には、作土層の攪拌効率を高め耕盤の破壊を最小限に食い止める

ため、レベルセンサーなどでトラクターの作業深度を正確に管理し、水面から耕盤までの作土

懸濁層の水深を 40cm 以上とすることで、土壌からのカドミウム除去効率が高まります（図２）。

それにより、未処理の水田と比べ作土中のカドミウム濃度は 60-80％、生産される米のカドミ

ウム濃度は 70-90％低減できます（図３）。洗浄処理後に土壌 pH を矯正し、ミネラル補給して

水稲を栽培すると、玄米収量はほとんど減少せず（図４）、食味や栄養分も大きく変化しませ

ん。 
排水に含まれるカドミウムはアルカリ処理で沈降させることによりカドミウム濃度を環境

基準値（0.01mg/L）の 10 分の 1 以下まで低下させることができます。また、農業排水路に放

流する排水中の塩素イオン等の溶存成分は藻類、ミジンコ、魚類などを用いた影響評価で生態

系に悪影響を及ぼさないことも確認しています。標準的な工費は 10 アールあたり約 300 万円

と客土（300～600 万円程度）と同等以下の水準です。 
2011 年 2 月末日から、コメのカドミウム基準値は現行の 1.0mg/kg 未満から 0.4mg/kg 以下

となります。本技術は新たな基準をクリアするための対策の一つとして期待されます。 
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塩化鉄によるカドミウム汚染水田の 

実用的土壌洗浄技術 

［要約］ 

汚染水田に塩化鉄を溶かした用水を入れて土壌とよく混合し、カドミウムを溶出させて

排水することにより、土壌のカドミウム濃度を 60～80%、生産される玄米のカドミウム

濃度を 70～90%低減する実規模のオンサイト土壌洗浄技術を確立しました。 

［背景と目的］ 

米のカドミウム基準値が 2011 年 2 月に改正され、客土法に代わる汚染水田の修復法の

開発が必要です。当研究グループで開発した塩化鉄を洗浄剤とした土壌洗浄法を改良し、

カドミウム除去効率が高く、環境にやさしい実用的な土壌浄化技術を開発しました。 



農業生態系における有害化学物質のリスク管理技術の開発 

―  ― 3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

    

図１ 開発した水田土壌の化学洗浄法のフロー図 

  

攪拌の深さを一定に保ちながら代掻き 
水深は 40ｃｍ以上とし高い除去効率を確保 

排水中カドミウムを現場に設置した処
理装置で回収 
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図２ 洗浄水深とカドミウム除去率の関係  

洗浄水深を 40cm 以上に高めることで土壌か

らのカドミウム除去率が大幅に向上する。 

R：洗浄 i 回目の積算 Cd 除去率 

(薬剤洗浄＋水洗浄回数） 

Excd：薬剤洗浄における Cd 抽出率（＝90%） 

Exw：田面水の排水率(高水深で増加) 

  

①薬剤施用 

 生産される米のカドミウム濃度は洗浄しない場合に比べ 70-90％低下する。また、洗浄処

理後に水稲を栽培しても、収穫量はほとんど減少しない。 
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